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専
決
処
分
承
認
案

条
　
例
　
案

人
事
案
件

2

★
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
１
月
21
日
付
）

　

内
容
：
除
雪
委
託
料　

１
千
５
０
０
万
円
の
追
加
。

★
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
１
月
28
日
付
）

　

内
容
：�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
接

種
券
発
行
等
経
費　

２
１
３
万
９
千
円
の
計
上

★
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
２
月
22
日
付
）

　
　
　
　

歳

入

　
　
　
　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金　

１
０
９
万
８
千
円
の
追
加

　
　
　
　

歳

出

　
　
　
　

・�

高
齢
者
支
援
商
品
券
給
付
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

８
９
６
万
２
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・�

風
間
浦
保
育
所
冷
房
設
備
設
置
工
事
請
負
費　

４
０
５
万
円
の
計
上

　
　
　
　

・�

風
間
浦
村
小
規
模
事
業
者
緊
急
経
営
支
援
助
成

金　

６
５
０
万
円
の
減
額

★�

風
間
浦
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る

　

内
容
：
３
月
末
に
任
期
満
了
と
な
る
１
名
の
再
任
。

　
　
　
　

根
戸
内
教
子
氏

★
風
間
浦
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

内
容
：
３
月
末
に
任
期
満
了
と
な
る
３
名
の
選
任
。

　
　
　
　

八
谷
宏
氏
、
高
橋
美
保
子
氏
、
亀
谷
保
光
氏

★
風
間
浦
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

温
泉
業
務
を
一
本
化
し
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
企
画
政
策
課
の
事
務
分
掌
に
桑
畑
温
泉
を
加

え
る
。

★
風
間
浦
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

総
務
省
が
作
成
し
て
い
る
市
町
村
税
条
例
準
則
と

の
精
査
を
行
い
、
未
改
正
の
規
定
な
ど
を
整
備
す

る
。

★
風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
租
税
特
別
措
置

法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
項
を

整
備
す
る
。

★
風
間
浦
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

新
た
に
新
甲
平
ノ
上
Ｇ
号
・
Ｈ
号
の
供
用
開
始
に

伴
う
家
賃
の
設
定
及
び
既
存
の
村
営
住
宅
の
家
賃

を
改
正
す
る
。

★
風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被
保

険
者
等
の
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
係
る
規
定
を
整

備
。

★
風
間
浦
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

計
画
並
び
に
介
護
保
険
料
額
を
定
め
る
。

★�

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
並
び
に
青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
：�

構
成
団
体
で
あ
る
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
が
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ

月3
定 例 会
あらまし
あらまし

３
月
定
例
会全

会
一
致
承
認

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
同
意

　令和 3 年第 1 回定例会（3 月議会）は、3 月 4 日から 10 日までの 7 日間の会期で
開会され、専決処分 3 件、当初予算案 7 件、人事案件 4 件、条例改正等８件、補正予
算 5 件、最終日に追加提案された工事請負契約の一部変更 1 件を含む全議案を全会一
致で承認、同意及び可決した。

杉山　太 議長冨岡　宏 村長
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補
正
予
算
案

3

と
に
伴
い
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
。

★�
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
：�
構
成
団
体
で
あ
る
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
が
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ

と
に
伴
い
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
。

★
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：�

５
千
１
９
５
万
９
千
円
を
減
額
、
総
額
33
億
３
千

４
４
１
万
５
千
円

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・�

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補

助
金　

８
１
２
万
２
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
費
補
助
金　

２
０
７
万
７
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・
水
産
業
振
興
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　

２
千
７
８
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・�

防
災
行
政
無
線
設
備
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
請

負
費　

１
千
４
６
５
万
２
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・
漁
港
電
子
台
帳
整
備
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
３
５
６
万
４
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

４
千
40
万
円
の
追
加

★
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：�

37
万
１
千
円
を
追
加
、
総
額
２
億
９
千
７
３
３
万

５
千
円

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
特
別
調
整
交
付
金　

２
４
９
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　

２
３
４
万
９
千
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・�

結
核
・
精
神
疾
病
医
療
費
特
別
調
整
交
付
金
申

請
支
援
業
務
委
託
料　

37
万
１
千
円
の
追
加

★
令
和
２
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：�

１
千
93
万
５
千
円
を
減
額
、
総
額
２
億
７
千
３
８

１
万
６
千
円

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
一
般
会
計
繰
入
金　

７
９
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　

１
千
５
２
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・�

易
国
間
・
蛇
浦
浄
水
場
改
修
事
業
に
係
る
工
事

施
工
管
理
業
務
委
託
料　

25
万
５
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・
工
事
請
負
費　

１
千
万
円
の
減
額

★
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：�

４
９
９
万
９
千
円
を
減
額
、
総
額
３
億
６
千
６
８

１
万
９
千
円

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
介
護
保
険
納
付
費
準
備
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　

５
０
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　

１
千
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・
介
護
保
険
納
付
費
準
備
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

５
０
０
万
円
の
減
額

★
令
和
２
年
度
下
風
呂
財
産
区
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：�

歳
入
歳
出
の
内
容
の
更
正
、
総
額
１
千
２
３
０
万
円

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
水
道
料　

60
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
予
備
費　

１
６
６
万
５
千
円
の
計
上

３
月
定
例
会

全
会
一
致
可
決

採 決 の 様 子開 票 の 様 子
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令和3年度
一般会計予算 25億円

及び各特別会計予算は
全会一致可決全会一致可決

4

　令和３年度一般会計・特別会計の各当初予算が第１回村議会定例会
で可決されました。
　一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２５億４，６３７万６千円
となり、令和２年度当初予算と比較して、１１．５％の減額となりま
した。

○一般会計予算
２，５４６，３７６千円

（前年度）
（増　減）

2,877,189
△３３０，８１３

千円
千円

○国民健康保険特別会計予算
２７５，３２１千円

（前年度）
（増　減）

302,810
△２７，４８９

千円
千円

○簡易水道特別会計予算
４５９，２７０千円

（前年度）
（増　減）

283,360
１７５，９１０

千円
千円

○介護保険特別会計予算
３３１，３７２千円

（前年度）
（増　減）

338,705
△７，３３３

千円
千円

○後期高齢者医療特別会計予算
３０，５８８千円

（前年度）
（増　減）

31,550
△９６２

千円
千円

○下風呂財産区一般会計予算
５６６千円

（前年度）
（増　減）

6,662
△６，０９６

千円
千円

○易国間財産区一般会計予算
３３２千円

（前年度）
（増　減）

331
1
千円
千円

【各会計予算編成状況】

令
和
３
年
度
予
算
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議会費
1.8%

民生費
15.5%

衛生費
11.3%農林水産業費

5.8%

商工費
3.0%

土木費
3.1%

消防費
9.3%

教育費
6.1%

災害復旧費
0.0%

公債費
13.4%

諸支出金
7.1%

予備費
0.4%

労働費
0.0%

総務費
23.2%

地方交付税
47.0%

依存財源
71.0%

自主財源
29.0%

県支出金
9.9%

国庫
支出金
3.3%

その他
24.8%

その他
1.8%

村債
9.0%

村税
4.2%

歳出合計
25億4,637

万円

歳入合計
25億4,637

万円

5

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 村 税 107,753 4.2 109,285 △ 1,532
2 地 方 譲 与 税 13,654 0.5 13,569 85
3 利 子 割 交 付 金 106 0.0 207 △ 101
4 配 当 割 交 付 金 141 0.0 195 △ 54
5 株式等譲渡所得割交付金 153 0.0 155 △ 2
6 地 方 消 費 税 交 付 金 33,849 1.3 34,109 △ 260
7 環 境 性 能 割 交 付 金 972 0.0 1,529 △ 557
8 法 人 事 業 税 交 付 金 1 0.0 0 1
9 地 方 特 例 交 付 金 460 0.0 482 △ 22
10 地 方 交 付 税 1,197,000 47.0 1,240,000 △ 43,000
11 交通安全対策特別交付金 1 0.0 1 0
12 分 担 金 及 び 負 担 金 830 0.0 782 48
13 使 用 料 及 び 手 数 料 52,903 2.1 37,746 16,157
14 国 庫 支 出 金 83,648 3.3 76,685 6,963
15 県 支 出 金 250,994 9.9 419,362 △ 168,368
16 財 産 収 入 7,308 0.3 7,192 116
17 寄 附 金 9,001 0.4 9,001 0
18 繰 入 金 483,637 19.0 478,277 5,360
19 繰 越 金 10,000 0.4 10,000 0
20 諸 収 入 65,865 2.6 58,412 7,453
21 村 債 228,100 9.0 380,200 △ 152,100
歳　　入　　合　　計 2,546,376 100.0 2,877,189 △ 329,813

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 議 会 費 46,711 1.8 51,872 △ 5,161
2 総 務 費 591,788 23.2 724,936 △ 133,148
3 民 生 費 395,151 15.5 415,187 △ 20,036
4 衛 生 費 288,373 11.3 277,448 10,925
5 労 働 費 2 0.0 2 0
6 農 林 水 産 業 費 146,559 5.8 201,869 △ 55,310
7 商 工 費 76,255 3.0 78,574 △ 2,319
8 土 木 費 79,142 3.1 92,663 △ 13,521
9 消 防 費 237,391 9.3 238,165 △ 774
10 教 育 費 155,222 6.1 166,896 △ 11,674
11 災 害 復 旧 費 4 0.0 4 0
12 公 債 費 341,035 13.4 368,253 △ 27,218
13 諸 支 出 金 179,558 7.1 252,486 △ 72,928
14 予 備 費 9,185 0.4 8,834 351
歳　　出　　合　　計 2,546,376 100.0 2,877,189 △ 330,8130

令
和
３
年
度
予
算

令和3�年度　一般会計予算状況（単位：千円、％）
【歳　入】

【歳　出】
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科　　　目 予　算　額 主　　　な　　　内　　　容

1. 議 会 費 46,711 ○議員報酬並びに職員給与
○研修旅費

2. 総 務 費 591,788
○防災行政無線設備デジタル化整備工事請負費
○下風呂温泉施設管理費
○旧下風呂温泉浴舎解体工事請負費

3. 民 生 費 395,151 ○風間浦村社会福祉協議会補助金
○風間浦保育所指定管理委託料

4. 衛 生 費 288,373

○新型コロナウイルスワクチン接種委託料
○インフルエンザ予防接種委託料
○はつらつ育成事業医療給付費
○健康診査事業委託料
○廃棄物収集運搬業務委託料
○下北医療センター診療所費負担金

5. 労 働 費 2 （項目設定のみ）

6. 農林水産業費 146,559
○ネット電気柵関係原材料費
○下北北部地区中山間地域総合整備事業費負担金
○水産多面的機能発揮事業負担金

7. 商 工 費 76,255 ○ゆかい村風間浦村鮟鱇ブランド戦略事業補助金
○桑畑温泉施設管理費

8. 土 木 費 79,142
○除雪委託料
○新甲平ノ上団地建築工事費
○甲平ノ下区域急傾斜地崩壊対策事業負担金

9. 消 防 費 237,391 ○下北地域広域行政事務組合消防分署負担金
○非常備消防事務委託料

10. 教 育 費 155,222
○風間浦小・中学校通学バス運行委託料
○統合型校務支援システムリース委託料
○中学校指導書

11. 災 害 復 旧 費 4 （項目設定のみ）

12. 公 債 費 341,035 ○地方債元金償還金並びに利子
○一時借入金利子

13. 諸 支 出 金 179,558 ○地域活性化基金積立金
○核燃料サイクル交付金事業基金積立金

14. 予 備 費 9,185

歳　出　合　計 2,546,376

令
和
３
年
度
予
算

目的別歳出予算の主な内容
（ 単 位 ： 千 円 ）



かざまうら議会広報　第 103 号（令和３年４月発行）

下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
及
び

役
場
消
防
庁
舎
整
備
計
画
に

係
る
特
別
委
員
会

２
月
19
日
開
催
（
欠
席
委
員
な
し
）

議
会
運
営
委
員
会

２
月
19
日
開
催
（
欠
席
委
員
な
し
）

7

１
．�

下
風
呂
温
泉
海
峡
の

湯
運
営
状
況
に
つ
い

て
問
修
繕
料
の
内
訳
と
配

管
漏
水
の
引
き
渡
し
後
の

費
用
負
担
は
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
に
約
11
万
円
、
配
管
の

修
理
に
約
80
万
円
の
予
算

で
あ
り
、
設
計
業
者
と
施

工
業
者
に
、
瑕
疵
が
無
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
２
か

月
で
こ
の
よ
う
な
状
況
と

な
っ
た
た
め
、
設
計
業
者

と
話
し
合
い
で
負
担
額
を

協
議
し
て
い
る
。

２
．�

役
場
及
び
消
防
庁
舎

整
備
計
画
に
つ
い
て

問
県
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
公
表
時
期
は
。

質
問
ま
で
行
い
散
会
。
５

日
か
ら
９
日
ま
で
休
会

し
、
５
日
に
総
務
常
任
委

員
会
、
大
間
原
子
力
発
電

所
対
策
特
別
委
員
会
を
開

催
。
８
日
及
び
９
日
の
２

日
間
は
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
。
10
日
本

会
議
を
再
開
し
、
各
委
員

長
報
告
後
、
議
案
等
の
審

議
を
行
う
。

☆
新
年
度
予
算
の
審
議
は

　

令
和
３
年
度
一
般
会

計
、
当
初
予
算
並
び
に
各

特
別
会
計
当
初
予
算
の
審

査
は
、
例
年
通
り
全
議
員

で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ

れ
に
付
託
し
審
議
す
る
。

☆
議
案
等
の
審
議
は

　

新
年
度
会
計
当
初
予
算

及
び
、
人
事
案
件
を
除

き
、
総
務
常
任
委
員
会
へ

付
託
し
審
議
す
る
。

☆
人
事
案
件
の
表
決
方
法

は
　

無
記
名
投
票
で
行
う
。

☆
諮
問
は

　

受
理
さ
れ
た
陳
情
は
な

し
。

　

令
和
３
年
第
１
回
３
月

定
例
会
の
運
営
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
審
議
。

☆
定
例
会
は

　

今
期
定
例
会
は
、
３
月

４
日
招
集
の
意
向
を
受

け
、
提
出
と
な
る
案
件
等

を
勘
案
し
た
結
果
、
会
期

は
、
同
日
よ
り
10
日
ま
で

の
７
日
間
と
す

る
。

　

招
集
告
示
日
は

２
月
22
日
、
一
般

質
問
は
、
通
告
期

限
ま
で
に
４
名
の

通
告
が
あ
り
受
理

さ
れ
た
。

　

開
会
初
日
の
４

日
は
、
会
期
の
決

定
、
村
長
所
信
表

明
、
施
策
要
旨
及

び
提
案
理
由
の
説

明
、
特
別
委
員
会

の
設
置
、
各
委
員

長
報
告
及
び
一
般

県
の
担
当
課
に
情
報

収
集
を
し
て
い
る
が
、
い

つ
に
な
る
か
公
表
で
き
な

い
状
況
。

審
査
の
結
果

　

本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
下
風
呂
温
泉
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
12
月
１

日
に
開
業
し
、
ま
た
、

役
場
及
び
消
防
庁
舎
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、

移
転
計
画
の
見
直
し
に

よ
り
、
事
業
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
に
あ
り
、

行
政
側
の
方
針
が
策
定

さ
れ
た
後
に
改
め
て
議

会
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
審
査
は
本

日
を
も
っ
て
終
了
し

た
。

委
員
会
報
告

能登　勝彦 委員長

中嶋　茂 委員長

議 会 運 営 委 員 会 の 様 子

特 別 委 員 会 の 様 子
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総
務
常
任
委
員
会

３
月
５
日
開
催
（
欠
席
委
員
な
し
）

全
員
協
議
会

（
欠
席
議
員
な
し
）

２
月
19
日
開
催

8

【
協
議
案
件
】

１
．�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
係

る
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

計
画
し
て
い
た
19
事
業

中
10
事
業
が
終
了
し
て
お

り
、
交
付
金
の
残
額
を
活

用
し
て
、
新
た
に
４
事
業

を
行
う
。

問
高
齢
者
支
援
事
業
の

対
象
者
は
何
名
か
。

８
７
０
名
程
。

問
保
育
所
換
気
シ
ス
テ

ム
の
完
成
時
期
は
。

６
月
末
か
ら
７
月
上
旬

ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た
い
。

２
．�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

３
．�

易
国
間
、
蛇
浦
浄
水

場
改
修
工
事
に
つ
い

て

　

部
分
的
な
箇
所
の
事
業

前
倒
し
を
行
い
、
国
費
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

２
２
７
万
７
千
円
の
工
事

の
増
額
変
更
契
約
を
す
る

予
定
で
、
工
期
を
令
和
２

年
６
月
11
日
か
ら
令
和
３

年
３
月
26
日
を
令
和
３
年

５
月
20
日
ま
で
に
工
期
延

長
す
る
。

問
進
捗
状
況
は
何
％
く

ら
い
か
。

２
月
８
日
時
点
で

81
％
。

４
．�

蛇
浦
漁
港
機
能
強
化

事
業
に
つ
い
て

　
３
月
定
例
会
に
補
助
金

の
配
分
に
合
せ
、
歳
入
の

補
助
金
は
２
２
５
万
円
の

減
額
、
歳
出
は
工
事
費
７

０
０
万
円
の
減
額
及
び
委

託
料
３
５
６
万
４
千
円
を

補
正
す
る
と
と
も
に
入
札

を
執
行
し
、
契
約
締
結
後

に
繰
越
す
る
予
定
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
が
必
要
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

診
療
所
で
の
接
種
が
可
能
で
あ

り
、
個
別
接
種
と
集
団
接
種
で
行

う
予
定
だ
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
配
布

日
程
、
配
布
量
等
が
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
、
接
種

場
所
、
接
種
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
診
療
所
と
協
議
し
周
知
し
た

い
。問

集
団
接
種
の
際
の
バ
ス
等
の

送
迎
は
あ
る
の
か
。

現
在
検
討
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
第
１
回
定

例
会
で
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
16
件
に

つ
い
て
、
担
当
課
か
ら

説
明
を
受
け
審
査
を

行
っ
た
。

委
員
会
報
告

杉山　太 議長

全 員 協 議 会 の 様 子

蛸島　巨 委員長

総 務 常 任 委 員 会 の 様 子
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問
風
間
浦
村
課
設
置
条

例
の
一
部
改
正
で
、
人
員

配
置
は
ど
う
す
る
の
か
。

業
務
が
増
え
て
人
が

増
え
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
よ
う
に
全
体
の
人
事

異
動
の
中
で
考
え
て
い
き

た
い
。

問
村
営
住
宅
の
入
居
条

件
は
。低

所
得
者
用
の
住
宅

で
あ
り
、
入
居
時
の
世
帯

収
入
が
15
万
８
千
円
以

下
。

問
介
護
保
険
料
の
段
階

別
金
額
は
。

別
途
資
料
提
出
に
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。

問
補
正
予
算
で
、
地
域

振
興
協
力
金
と
は
。

野
球
場
ト
イ
レ
改
修

工
事
に
係
る
Ｊ
パ
ワ
ー
か

ら
の
協
力
金
。

問
奨
学
資
金
貸
付
金
の

減
額
理
由
は
。

見
込
み
よ
り
貸
与
希

望
者
が
少
な
か
っ
た
た

め
。

【
審
査
結
果
】

付
託
さ
れ
た
議
案
16
件
に
対
し
、
全
会
一
致

で
可
決
と
し
た
。

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
23
号　

�

令
和
２
年
度
風
間
浦
村
一
般
会
計
予
算

を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
24
号　

�

令
和
２
年
度
風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

議
案
第
25
号　

�

令
和
２
年
度
風
間
浦
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
26
号　

�

令
和
２
年
度
風
間
浦
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
27
号　

�

令
和
２
年
度
風
間
浦
村
下
風
呂
財
産
区

一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

付
託
さ
れ
た
議
案

議
案
審
査
に
つ
い
て

議
案
第
１
号　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

議
案
第
２
号　

�
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

議
案
第
15
号　

�

風
間
浦
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

�

風
間
浦
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　

�

風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
18
号　

�

風
間
浦
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
19
号　

�

風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

�

風
間
浦
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
21
号　

�

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
並
び
に
青
森
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
22
号　

�

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

問
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
何

名
受
け
て
い
る
か
。

別
途
資
料
提
出
に
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
報
告

採 　 決 　 の 　 様 　 子
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大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
５
日
開
催

10

の
評
価
に
関
す
る
コ
メ
ン

ト
等
、
45
回
目
に
は
基
準

津
波
策
定
の
う
ち
太
平
洋

側
の
津
波
及
び
新
た
な
知

見
と
し
て
内
閣
府
が
防
災

政
策
の
実
施
を
目
的
と
し

て
公
表
し
た
波
源
モ
デ
ル

の
影
響
等
に
つ
い
て
東
北

電
力
と
合
同
で
説
明
し

た
。

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
建

設
工
事
計
画
２
０
２
１

年
工
事
の
概
要
に
つ
い

て

　

新
規
制
基
準
の
影
響
を

受
け
な
い
範
囲
に
お
い

て
、
建
築
工
事
・
機
械
電

気
工
事
・
土
木
工
事
を
行

う
と
の
各
工
事
内
容
に
つ

い
て
説
明
。委　

　
　

員

問
　

工
事
で
の
地
元
に
対
し

て
の
金
額
は
。

会　

社　

側

　

正
確
な
数
字
で
は
な
い

が
、
工
事
、
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
３
个
町
村
に
対
し
て

毎
月
２
億
～
３
億
程
度
の

電
源
開
発
㈱
か
ら

規
模
。

委　
　
　

員

問
　

蛇
浦
地
区
の
社
宅
は
。

会　

社　

側

　

必
要
な
諸
手
続
き
を

行
っ
て
い
く
。

☆�

運
転
・
差
止
請
求
訴
訟

の
審
理
状
況
に
つ
い
て

　

住
民
の
訴
訟
に
つ
い
て

は
、
３
月
２
日
に
第
６
回

口
頭
弁
論
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
及
び
第
７
回
口
頭
弁

論
は
９
月
14
日
、
第
８
回

口
頭
弁
論
は
２
０
２
２
年

２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る

旨
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
函
館
市
の
訴
訟

に
つ
い
て
は
、
２
月
５
日

に
第
23
回
口
頭
弁
論
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
及
び
第
24

回
口
頭
弁
論
が
５
月
８

日
、
第
25
回
口
頭
弁
論
が

10
月
１
日
に
開
催
予
定
。

行
政
側
か
ら
の
報
告

☆�

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協

議
会
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
12
月
21
日
、

　

電
源
開
発
株
式
会
社
大

間
原
子
力
発
電
所
よ
り
、

倉
田
本
部
長
他
６
名
が
出

席
し
、
新
規
制
基
準
適
合

性
審
査
の
対
応
状
況
、
大

間
原
子
力
発
電
所
建
設
工

事
計
画
２
０
２
１
年
工
事

の
概
要
及
び
建

設
・
運
転
差
止
等

請
求
訴
訟
の
審
理

状
況
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

☆�

新
規
制
基
準
適

合
性
審
査
の
対

応
状
況
に
つ
い

て

　

会
社
か
ら
は
、

審
査
会
合
に
つ
い

て
３
月
４
日
現
在

で
45
回
、
現
地
調

査
が
１
回
開
催
さ

れ
て
い
る
。
44
回

目
に
は
地
下
構
造

青
森
県
庁
に
お
い
て
、
青

森
県
知
事
へ
要
望
活
動
を

行
っ
た
。
青
森
県
へ
の
最

重
点
要
望
は
﹁
防
災
避
難

道
路
と
し
て
、
大
間
町
か

ら
む
つ
市
大
畑
町
ま
で
の

国
道
２
７
９
号
の
バ
イ
パ

ス
化
の
早
期
着
工
を
強
く

要
望
す
る
も
の
﹂
と
の
報

告
が
さ
れ
た
。

委
員
会
報
告

金森　一規 委員長

大 間 原 子 力 発 電 所 対 策 特 別 委 員 会 の 様 子

電源開発（株）倉田本部長の挨拶



かざまうら議会広報　第 103 号（令和３年４月発行）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
８
日
開
催

11

予算審査特別委員会を設置し、3月 8日に審議した。各委員からの主な質疑
及び行政側からの答弁は、次のとおりです。

全７会計予算については、全会一致で可決し、１日繰上げて閉会した。

問　固定資産税の滞納繰越額の増額の理由は。
答　新型コロナウイルス感染症対策に係る徴収猶予分。
問　旧下風呂温泉浴舎解体工事の工期及び解体後の活用は。
答　�新年度早々に着手したいと考えている。活用については、具体的な利用方法はない
が安全対策等をする。

問　指定ごみ袋の値上げはしないのか。
答　近隣町村の動向を見定めてから検討する。
問　診療所費の負担金は診療所の運営に使われているものか。
答　�下北医療センターへ支払うもので、診療所の運営は利用者からの料金で賄われてい
る。

問　水産多面的機能発揮事業は、藻場に対しメリットが出ているのか。
答　�単年度で成果が出るものではないため、引き続き事業を継続し改善できればと考え
ている。

問　ゆかい村鮟鱇祭りの規模拡大をする考えは。
答　コロナの状況次第になるが、旅館等が影響を受けていることから検討したい。
問　桑畑温泉改修基本構想策定業務委託料はどういうことをするのか。
答　�浴槽劣化等の解消、古くなった設備の入れ替えを行うことでランニングコストを圧
縮できるのかを、検証していくもの。

問　管内消火栓取替工事は何か所行うのか。
答　4か所取替予定している。
問　公民館修繕について。
答　�大規模な改修になると相当な金額がかかるため、優先順位を決めて、整備を進めて
いきたい。

問　昨年の決算審査の際、不用額が多くあったが勘案した予算になっているのか。
答　予算査定時に残額等加味して対応している。

採決結果等

総 括 質 疑

委
員
会
報
告

能登　勝彦 委員長

予 算 審 査 特 別 委 員 会 の 様 子

令和３年度一般会計予算及び各特別会計予算を全会一致可決

委 員 か ら の 質 疑
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村政を問う！
一般質問　

12

　一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）にお
いて、議員が、あらかじめ通告して、村の施策の
状況や方針について、報告・説明を求めたり質問
することです。
　当村議会においては、一般質問者の持ち時間は
１時間に制限されています。
　今期定例会では、4 名の議員が登壇しました。

Ａ
長村

令
和
3
年
度
、
桑
畑
温
泉
改
修
基
本
構
想
策

定
業
務
を
計
上
。
「
湯
っ
こ
の
会
」
の
定
期

的
利
用
、
健
康
増
進
、
介
護
予
防
事
業
、
今

後
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
事
業
開
催
を
す
る
。

Ａ
長村

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
は
指
導
者
の
必
要
な
も

の
も
あ
る
が
、
簡
易
な
も
の
は
設
置
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

Ｑ

今
後
桑
畑
温
泉
湯
ん
湯
ん
♪
は
ど
の
よ
う
な

位
置
付
け
の
活
用
を
す
る
の
か
。

Ｑ

健
康
増
進
、
体
力
作
り
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
無
料
利
用
設
置
は
ど
う
か
。

健
康
増
進
、
村
民
憩
い
の
場
及
び
雇
用
の
場

を
確
保
し
単
年
度
赤
字
減
少
へ
繋
げ
て
ほ
し

い
。　

�

桑
畑
温
泉
湯
ん
湯
ん
♪
に
つ
い
て

一
般
質
問

桑 畑 温 泉 　 湯 ん 湯 ん ♪

飯田　さつき 議員

『桑畑温泉湯ん湯ん♪について』

　

　飯田議員

Ａ
長村

「
湯
っ
こ
の
会
」
の
拡
充
、
健
康
増
進
の
他
、

し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
ア
シ
ス
ト
で
の
事
業

等
、
可
能
性
の
あ
る
事
業
も
ど
ん
ど
ん
利
用

し
な
が
ら
次
に
繋
げ
た
い
。

Ｑ

現
在
実
施
事
業
の
他
に
、
新
し
く
や
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

Ａ
長村

様
々
工
夫
し
検
討
す
る
。

Ｑ

人
手
不
足
の
解
消
に
、
セ
ル
フ
対
応
は
ど
う

か
。

Ａ
長村

4
月
よ
り
企
画
政
策
課
が
担
当
し
、
様
々
な

検
討
を
す
る
。

Ｑ

来
客
数
、
収
入
ア
ッ
プ
の
た
め
「
湯
ん
湯
ん

♪
の
日
」
を
設
け
毎
月
入
浴
料
を
半
額
、
モ

ニ
タ
ー
募
集
し
た
ら
ど
う
か
。
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Ａ
長村

新
た
な
特
産
物
の
創
出
や
、
下
風
呂
温
泉
郷

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
し
、
漁
業
協

同
組
合
や
飲
食
店
、
観
光
協
会
や
行
政
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
賑
わ
い
創
出
へ
繋
げ
て

い
き
た
い
。

Ａ
長村

令
和
元
年
11
月
現
在
で
、
村
内
全
域
で
１
６

０
戸
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
長村

屋
根
ト
タ
ン
一
部
剥
離
な
ど
で
9
件
の
被
害

が
報
告
さ
れ
た
。

Ａ
長村

5
年
間
で
移
住
世
帯
目
標
は
5
世
帯
で
あ

り
、
今
年
度
移
住
し
た
世
帯
は
2
世
帯
5
名

で
あ
っ
た
。

Ａ
長村

令
和
3
年
度
よ
り
、
大
間
病
院
に
お
い
て
社
会
福
祉
士
を
中
心
と
し
、
在
宅
医

療
と
介
護
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
大
間
病
院
と
の
委
託
契
約
を
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
医
療
と
介
護
が
連
携
し
体
制
強
化
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ

下
風
呂
温
泉
全
体
の
賑
わ
い
創
出
へ
ど
ん
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る
の
か
。

Ｑ

令
和
に
入
っ
て
か
ら
の
空
き
家
の
状
況
は
。

Ｑ

暴
風
雨
、
暴
風
雪
等
の
空
き
家
の
被
害
は
。

Ｑ

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
お
け
る
、

空
家
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

Ｑ

北
通
り
三
か
町
村
の
連
携
に
よ
る
、
健
康
増
進
福
祉
の
充
実
と
医
療
の
確
保
の

具
体
的
構
想
は
。

�

所
信
表
明
及
び
施
策
要
旨
に
つ
い
て

一
般
質
問

空 き 家 被 害

下 風 呂 温 泉 　 海 峡 の 湯

金森　一規 議員

『所信表明及び施策要旨について』

　

　　　

Ａ
長村

行
政
の
企
画
に
よ
る
催
し
に
加
え
、
地
域
団

体
の
活
動
や
催
事
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
よ

う
進
め
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

下
風
呂
温
泉
海
峡
の
湯
の
2
階
は
ど
の
よ
う

な
展
開
を
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ
長村

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
社
会
教
育
は
制
約
を
受
け
た
が
、
地
域

の
方
々
に
自
主
的
に
学
ぶ
こ
と
の
支
援
を
続
け
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

社
会
教
育
で
の
具
体
的
な
施
策
は
。
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１
． 

津
波
被
害
に
お
い
て
の
高
台
の
整
備
と
対
応

に
つ
い
て

２
．
今
後
の
教
育
環
境
の
整
備

Ａ
長村

当
面
日
常
生
活
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
、
高
台
で
想
定
さ
れ
る
の
は
、

屋
外
運
動
場
等
へ
の
仮
設
住
宅
の
設
置
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
生
活
拠
点
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
に
入
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

Ａ
長村

即
座
に
防
災
無
線
等
に
よ
り
住
民
周
知
を
図

り
、
同
時
に
各
避
難
所
へ
職
員
を
配
置
し
開

設
す
る
。

Ａ
長村

職
員
を
向
か
わ
せ
る
の
は
厳
し
い
状
況
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
自
治
会
等
と
協
議
し
避

難
所
の
鍵
を
預
け
開
け
て
も
ら
う
等
の
対
策

を
講
じ
た
い
。

Ａ
長村

職
員
が
す
ぐ
に
行
け
な
い
場
合
を
想
定
し
た

訓
練
を
今
後
の
防
災
訓
練
に
組
み
入
れ
て
万

が
一
に
備
え
た
い
。

Ａ
長育教

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
支
援
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、
継
続
し

た
環
境
整
備
・
教
育
体
制
に
努
め
た
い
。

Ａ
長育教

近
隣
で
、
当
村
学
校
に
通
学
し
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
の
生
活
拠
点
は

高
台
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
整
備
計
画
は

あ
る
か
。

Ｑ

避
難
指
示
が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

Ｑ

大
津
波
警
報
が
出
た
場
合
、
道
路
が
通
行
止

め
に
な
る
と
思
う
が
、
職
員
を
向
か
わ
せ
る

の
か
。

Ｑ

職
員
が
避
難
所
へ
行
け
な
い
場
合
、
住
民
が

避
難
所
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
よ

い
か
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
っ
て
み
て

は
。

Ｑ

他
の
自
治
体
よ
り
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
た
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ｑ

風
間
浦
村
で
教
育
を
受
け
た
い
と
思
わ
せ
ら

れ
る
よ
う
周
知
を
し
て
み
て
は
。

一
般
質
問

蛸島　巨 議員

1.『津波被害においての高台の整備と対応について』
2.『今後の教育環境の整備について』

　　　

　　

Ａ
長育教

既
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
以
上
の
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。

Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
対
し
、
村
の
教

育
環
境
は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

　　

I C T 機 器 を 用 い た 学 習 I C T 機 器 を 用 い た 学 習
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１
． 

公
共
施
設
の
現
状
及
び
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

２
． 

易
国
間
川
の
流
木
に
つ
い
て

Ａ
長村

青
森
県
に
お
い
て
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、
候

補
地
を
絞
り
込
む
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
。

Ａ
長村

易
国
間
川
は
2
級
河
川
で
あ
り
、
管
理
は
県

で
あ
り
、
堆
積
し
て
い
る
流
木
の
除
去
を
県

に
要
望
し
て
い
る
。
最
上
流
の
易
国
間
川
2

号
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
中
に
実
施
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
伺
っ
て
い
る
。

Ａ
長村

現
在
海
水
ポ
ン
プ
は
稼
働
し
て
い
る
が
、
他

の
設
備
に
つ
い
て
は
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で

き
な
い
状
態
で
あ
り
、
施
設
を
利
用
し
た
新

た
な
養
殖
事
業
を
展
開
す
る
場
合
設
備
等
の

再
整
備
が
必
要
で
億
単
位
の
経
費
が
発
生
す

る
。
漁
協
か
ら
の
要
望
等
が
あ
れ
ば
協
力
支

援
を
行
う
。

Ａ
長育教

芝
生
や
水
は
け
の
不
具
合
は
改
修
工
事
か
ら

15
年
経
過
し
良
好
な
状
態
で
は
な
い
。

判
定
板
の
改
修
は
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
損

傷
が
激
し
く
、
一
体
の
改
修
が
必
要
で
あ
り
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
十
分
な
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

Ａ
長村

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
が
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
ま
で
延
長
。
過
疎

対
策
事
業
債
10
年
間
延
長
。
充
当
可
能
な
財
源
に
つ
い
て
国
県
な
ど
各
機
関

に
模
索
し
、
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

Ａ
長村

令
和
元
年
度
実
質
に
よ
る
、
当
村
の
実
質
公
債
費
比
率
は
13
・
2
％
で
起
債

制
限
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
の
率
が
18
％
を
超
え
る
場
合
は
起
債

す
る
に
は
青
森
県
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

Ａ
長育教

こ
ま
め
な
点
検
と
小
規
模
な
修
繕
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図
り
利
活
用
し
た

い
。

Ｑ

役
場
消
防
庁
舎
建
設
候
補
地
は
。

Ｑ

砂
防
ダ
ム
等
の
現
状
を
み
て
流
木
処
理
で
き

な
い
の
か
。

Ｑ

旧
ア
ワ
ビ
増
殖
セ
ン
タ
ー
中
間
育
成
施
設
の

今
後
の
養
殖
事
業
に
重
要
な
施
設
で
あ
る
と

思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｑ

風
間
浦
村
民
野
球
場
の
芝
生
や
水
は
け
が
悪

く
早
急
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
ボ
ー

ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
判
定
板
の
改
修
予
定
は

あ
る
か
。

Ｑ

充
当
す
る
財
源
は
。

Ｑ

実
質
公
債
費
比
率
は
大
丈
夫
か
。

Ｑ

各
集
落
に
あ
る
公
民
館
は
老
朽
化
し
て
お
り
今
後
建
て
替
え
の
予
定
は
あ
る

か
。

一
般
質
問

中嶋　茂 議員

1.『公共施設の現状及び今後の整備について』
2.『易国間川の流木について』
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議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

飯
田
さ
つ
き

　
　
副
委
員
長　

蛸
島　
　

巨

　
　

委　

員　

北
舘　

智
明

　
　
　

〃　
　

能
登　

勝
彦　

　
　
　

〃　
　

中
嶋　
　

茂

　

発
生
か
ら
１
年
経
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
医
療
従
事
者
か
ら

始
ま
り
、
私
達
の
順
番
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

気
を
緩
め
ず
、
新
し
い
生
活

様
式
で
、
今
後
も
マ
ス
ク
の
着

用
、
う
が
い
、
手
洗
い
を
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　

︵
文
：
飯
田
︶

　村では新型コロナウイルスワクチン接種に向けて準備を行っています。
　そこで、風間浦診療所の大柳所長にお話を伺いました。
　「新型コロナウイルスワクチン接種が初めてのことであり、不安になってい
る方がいる。また、ワクチンの副反応を心配している方もいるため、できるだ
け不安を取り除き安心してワクチン接種を受けてもらえるようにしたい。」
　また、「感染しないためには、うがい・手洗い・マスクの着用、新しい生活
様式の実践をすることが、新型コロナウイルス対策、インフルエンザの対策に
もつながりますので、皆さんも感染しないよう気を付けて生活しましょう。」
と仰っていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文：能登）

風間浦診療所
大 柳 博 樹

所長 ち
ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記

【 ち ょ っ と 一 言 】


